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glasstec 2016 – 好況な投資環境にて開催 

 
デュッセルドルフでの第 24 回 glasstec は大成功を収めて閉幕した。

52ヵ国から 1,235社の出展企業が、100ヵ国以上から参加した 40,200

人の来場者に、ガラス産業、ガラス製造・加工機材、ガラス流通業な

ど、それぞれの最新製品情報、最新トレンド情報を展示発表した。こ

こ 2年間、景気はやや低迷であったが、今回の glasstecではガラス産

業が業界の革新性を証明し、景気上向きの傾向も見えた。 

 

今回は日本からの出展参加企業は 9社を占め（現地法人出展含まず）、

約 500人の日本人来場者が glasstecを視察した。 

 

glasstec 2016の来場者は、エンジニアリング、

製造、ガラス加工・処理やファサード関連の

建築などの分野からの参加で、見本市訪問を

ポジティブに評価している。来場者の約 40%

が売買契約の締結など、ビジネス目的での来

場であったと、多くの出展者からのフィード

バックもあった。加えて、来場者の約 60%が

ドイツ国外を占め、ガラス業界の世界No.1見

本市としての位置づけを実証した。 

 

「glasstec はガラス産業の全貌を大々的に見せる唯一の世界的見本市

です。もの作りの材料、資材としてのガラスの高度な技術革新的ポテ

ンシャルと、ガラス製造業者、ガラス仕上げ職人、ガラス製造・加工

機材製造業者の優秀さは、まだまだ非常に大きな可能性があるという

ことを、今年もこの見本市が証明しました」と同見本市主催者メッセ・

デュッセルドルフの取締役 J.シェーファーが今回の glasstec を総括

している。 

 



今回 glasstecの注目テーマとして、ガラス製造におけるコストと排出

の削減、ガラス産業におけるインダストリー4.0 – 製品とプロセスの

スマートなインテグレーション、薄板ガラスの製造・加工における新

技術機能ガラス（建物外装、ディスプレイ、スマートガラス、インテ

リア、自動車用）、軽量・高剛性の中空ガラス、及び包装用ガラス、

手工芸分野での技術革新的な応用というトピックスとなっていた。 

 

併催プログラムが好評 

例年通り、glasstec会期中の豊富な併催プログラムも好評を博した。

各種併催プログラムの中でも、中心となるのが「glass technology  

live」特別展と国際専門シンポジウムであった。今年のスローガンは

「Future– Glas – Performance」。また隣接会場にて「グラス＋ファ

サード competence center」の特別展も開催。さらにドイツ連邦ガラ

ス工芸協会(BIV)のブースでは、「工芸センター」と「Craft  LIVE」

が設置され、ガラスに関する専門知識の習得や実践経験を積むこと

もできた。さらに、自動車用ガラス交換のコンペ（Auto Glass 

Champion）やアート展覧会「glass art」も開催された。glasstec会

期中の併催会議として、構造ガラス製造に関する国際学術専門コン

ファレンス「engineered transparency」、最新ガラス構造をテーマ

とする「国際建築コングレス」、ならびに薄板ガラスの高密度生産

プロセスをテーマとする新設のコングレス「function meets glass」

が行なわれ、注目を集めた。 

 

glasstec 2018 

glasstec の次回開催は 2018年 10月 23日－26日の予定。 

 

同展に関しての情報請求、またはご不明な点がありましたら、デュ

ッセルドルフ見本市会社または下記日本代表部へご連絡下さい。 
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